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No. 10

現
在
、
夫

婦
で
農
業
を

営
ん
で
い
る

折
口
さ
ん
ご

夫
妻
。
約
三
十
�
の
畑

で
有
川
支
店
管
内
の
主

要
作
物
で
も
あ
る
五
島

甘
夏
柑
を
は
じ
め
と
し

た
柑
橘
類
や
小
菊
・
フ
リ
ー
ジ
ア
な
ど
の
花
卉
類
、

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
野

菜
と
幅
広
く
栽
培
し
て
い
ま
す
。

市
場
に
出
荷
し
て
い
る
の
は
五
島
甘
夏
柑
。
四

十
四
年
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
二
人
で
協
力
し

て
農
作
業
を
行
い
、
出
荷
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
作
物
は
自
家
用
や
親
戚
に
送
る
た
め
に
作
っ
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
「
せ
っ
か
く
丹
精
込
め
て
育
て

た
の
だ
か
ら
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
は
？
」
と
い
う
一

言
が
き
っ
か
け
で
、
Ａ
コ
ー
プ
浦
桑
店
の
地
場
産
品
コ
ー
ナ
ー

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

「
ど
ん
な
時
に
農
業
が
楽
し
い
と
感
じ
ま
す
か
？
」
と
尋
ね

る
と
「
お
客
さ
ん
や
親
戚
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
を
見
る
と
嬉
し

い
か
ら
、
農
業
が
楽
し
い
し
好
き

な
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
話
し
て
く

だ
さ
っ
た
文
子
さ
ん
。
直
太
郎
さ

ん
は
「
自
分
で
車
を
運
転
し
て
出

荷
が
で
き
る
限
り
頑
張
り
ま
す

よ
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

新上五島町七目
おり ぐち なお た ろう

折口直太郎さん（８３）
ふみ こ

文子さん（７９）
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ＪＡごとうは２月２４日、佐世保食肉センター株式
会社で、平成２２年度「五島産素牛」枝肉共励会を開
催しました。
共励会には「五島産素牛」の産肉性の向上やＰＲ
に努めることで、銘柄をより一層確立させ、生産農
家の経営安定・技術の向上を図ろうと約５０名が出席
しました。

今回の共励会の褒賞者は以下の通りです。

主催者賞

褒 賞

受賞者名

中山 敦夫
中山 敦夫
中山 敦夫
中山 敦夫

�富永畜肉
�富永畜肉
�富永畜肉
�富永畜肉

�桑原畜産
�桑原畜産
�桑原畜産
�桑原畜産
�桑原畜産

�桑原畜産
喜々津 昭
喜々津 昭
喜々津 昭
喜々津 昭
喜々津 昭

�富永畜肉
�富永畜肉
喜々津 昭
�富永畜肉
�富永畜肉
�富永畜肉
�富永畜肉
�富永畜肉

褒賞名
九州農政局長賞
五島振興局長賞
五島市長賞
長崎県畜産協会長賞
全国農業協同組合連合会長崎県本部長賞
佐世保食肉センター株式会社社長賞
ジェイエイ北九州くみあい飼料株式会社社長賞
長崎県南農業共済組合長賞

性別
去
去
去
去
雌
去

褒賞
金
銀
銀
銅
銅
特別賞

出品者氏名
�富永畜肉
喜々津 昭
�桑原畜産
�富永畜肉
中山 敦夫
神崎 和弘

農協名
個人
長崎県央
佐賀みどり
個人
唐津

ながさき西海
▲金賞を受賞した�富永畜肉

平成２２年度「五島産素牛」枝肉共励会 開催

▲五島産素牛の更なる資質向上を目指すと話す中尾組合長
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２０１１年１月１６日から１９日の３日間、

福岡県太宰府市にあるＪＡ全農ミート

フーズ�で、ジェイエイ北九州くみあ
い飼料�主催の平成２２年度配合飼料和
牛枝肉研究会が開催されました。

この研究会はくみあい配合飼料利用

農家の枝肉成績を検証することによっ

て、肥育技術の向上や肉質改善に役立

てていくことを目的に開催されました。

今回の研究会には６県より７６頭が

出品されました。「五島産素牛」は

福岡県、佐賀県、長崎県より７頭（９．２

�）が出品され、上物率８５．７�をは
じめ、枝肉重量・枝肉単価・枝肉金

額において、全体平均を大きく上回

る成績をあげました。

その中で、佐賀県の桑原畜産より

出品された「五島産素牛」（産地‐

崎山支店 野口兼幸さん）が見事金

賞を受賞し、「五島産素牛」の評価

を高めることができました。

今後も新規購買者誘致や購買頭数

拡大による市場価格の高値維持、１

戸１頭増頭運動を進めることで繁殖

牛５，０００頭の目標達成に努めます。

（日本農業新聞２月２４日掲載）

平成２２年度
配合飼料和牛枝肉研究会

五五島島産産素素牛牛
金金賞賞受受賞賞��
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産直市場�

一
月
二
十

二
日
、
本
店

で
信
用
事
業

窓
口
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ

大
会
を
行
い

ま
し
た
。

同
大
会
は

窓
口
機
能
強
化
の
一
環
と
し
て
、
対

応
力
の
強
化
及
び
窓
口
担
当
者
の
意

識
・
技
術
の
向
上
を
目
的
に
行
っ
た

も
の
で
、
今
年
で
二
回
目
に
な
り
ま

す
。参

加
者
は
日
頃
培
っ
て
い
る
窓
口

応
対
の
ス
キ
ル
を
披
露
し
ま
し
た
。

身
だ
し
な
み
や
言
葉
使
い
、
ニ
ー

ズ
を
収
集
で
き
て
い
る
か
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
よ
る
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
テ
ー
マ
別
に
川
崎
知
美
さ

ん
（
上
五
島
支
店
）、
竹
内
久
子
さ

ん
（
三
井
楽
支
店
）
が
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
二
月
八
日
掲
載
）

西
九
州
た
ば
こ
耕
作

組
合
は
Ｊ
Ａ
ご
と
う
大

浜
育
苗
施
設
で
一
月
二

十
八
日
、
二
〇
一
一
年

産
葉
た
ば
こ
の
播
種
祭

を
行
い
ま
し
た
。

播
種
祭
に
は
八
十
九

戸
の
栽
培
農
家
を
含
め

た
約
一
〇
〇
名
が
出
席

し
、
二
〇
一
一
年
産
葉

た
ば
こ
の
豊
作
を
願
い

ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
の
市

内
の
葉
た
ば
こ
販
売
量

は
約
三
三
九
�
と
や
や
少
な
め
で
し
た
が
、
本
年
産
は

約
一
八
六
�
で
栽
培
を
行
い
、
四
一
七
�
の
販
売
量
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

農
家
は
二
〇
一
一
年
産
の
苗
が
丈
夫
に
育
つ
こ
と
を

祈
り
な
が
ら
播
種
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
種
を
播
い
た

苗
箱
七
、
三
一
四
枚
の
葉
た
ば
こ
は
八
十
九
戸
の
栽
培

農
家
に
配
布
後
、
各
農
家
で
三
月
中
旬
に
畑
に
移
植
し

ま
す
。

（
日
本
農
業
新
聞
二
月
四
日
掲
載
）

一
月
三
十
日
に
五
島

市
体
協
主
催
で
開
催
さ

れ
た
五
島
市
民
駅
伝
大

会
に
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
か

ら
経
済
部
・
農
産
園
芸

部
の
二
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。

経
済
部
は
「
Ｊ
Ａ
ご

と
う
」
の
名
前
が
入
っ

た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
農
産
園
芸
部
は
今
年
四
月
に

オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
産
直
市
場

五
島
が
う
ま
い
」

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
描
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゼ
ッ
ケ
ン

を
つ
け
て
の
出
場
と

な
り
ま
し
た
。

結
果
は
経
済
部
が

二
十
三
位
、
農
産
園

芸
部
が
三
十
位
で
し

た
。寒

い
中
、
沿
道
で

温
か
い
声
援
を
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

窓窓口口応応対対ののススキキルルアアッッププをを
―信用事業ロールプレイング大会―

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年のののののののののののののののののののののののののののの豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作をををををををををををををををををををををををををををを願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててててててててて ―平成２３年産葉たばこ播種祭―

もPR

―五島市民駅伝
JAごとう出場―

出場した JAごとう経済部

表彰を受ける竹内さん

今年の豊作を願う栽培農家葉たばこの播種

出場した JAごとう農産園芸部

表彰を受ける川崎さん

ロールプレイングの様子
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共
済
部
で
は
交
通
事
故

対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、

ア
ル
コ
ー
ル
セ
ン
サ
ー
及

び
交
通
安
全
標
語
入
り
夫

婦
湯
呑
約
一
一
、
〇
〇
〇

個
を
組
合
員
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
組
合
員
の

交
通
事
故
防
止
・
飲
酒
運

転
根
絶
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
の

解
消
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
今
回
の
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
の
実
施
に
あ

た
り
Ｊ
Ａ
共
済
部
職
員
は

「
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、

組
合
員
の
交
通
事
故
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
り
、
交

通
事
故
が
ゼ
ロ
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

本
山
カ
ボ
チ
ャ

専
用
貯
蔵
庫
で
は
、

一
月
下
旬
か
ら
抑

制
カ
ボ
チ
ャ
の
出

荷
が
続
い
て
い
ま

す
。抑

制
か
ぼ
ち
ゃ

は
主
に
十
二
月
の

冬
至
頃
ま
で
に
出

荷
を
行
い
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
で
は
貯
蔵
庫

で
貯
蔵
し
、
国
内
産
か
ぼ
ち
ゃ
の
端
境
期
と

な
る
一
月
下
旬
か
ら
三
月
中
旬
に
出
荷
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
管
内
の
平
成
二
十
二
年
度
産
抑
制
カ

ボ
チ
ャ
は
、
作
付
面
積
約
十
�
で
約
九
十
�

の
出
荷
を
計
画
し
て
お
り
、
サ
イ
ズ
は
３
Ｌ

か
ら
２
Ｌ
が
中
心
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
夏
の
猛
暑
な
ど
の
影
響

を
受
け
、
着
果
が
心
配
さ
れ
た
が
、
八
月
下

旬
に
気
温
が
下
が
り
、
台
風
の
被
害
も
な
く

順
調
に
着
果
し
た
。
貯
蔵
期
間
中
に
熟
成
が

進
み
、
品
質
も
良
い
も
の
が
で
き
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
三
月
三
日
掲
載
）

Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
は
二
月

十
七
日
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン

ド
ウ
と
二
〇
一
一
年
四
月

オ
ー
プ
ン
予
定
の
直
売
所

「
産
直
市
場

五
島
が
う

ま
い
」
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、

テ
レ
ビ
取
材
の
収
録
を
行

い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

た
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
部

会
園
山
吉
弥
部
会
長
は

「
今
年
の
出
来
は
よ
く
、

甘
み
も
あ
っ
て
お
い
し
い

も
の
が
で
き
た
。
今
年
四

月
に
は
直
売
所
も
で
き
る
の
で
、
よ
り
身
近
な
野
菜
と
し
て

地
元
の
人
に
も
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
は
湯
が
い
て
サ
ラ
ダ
に
し
た
り
、
炒

め
た
り
と
調
理
し
や
す
く
、
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
と
消
費
者

か
ら
も
好
評
で
す
。

今
回
の
収
録
で
は
女
性
部
に
よ
る
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を

使
っ
た
料
理
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の

卵
と
じ
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
部
員
同
士
で
出

し
合
っ
て
完
成
し
た
料
理
が
並
び
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
二
月
二
十
三
日
掲
載
）

売売れれ筋筋ササイイズズをを市市場場へへ出出荷荷 ―抑制カボチャ端境期出荷―

交交通通事事故故ゼゼロロをを目目指指ししてて
―アルコールセンサー・標語入り湯呑配布―

ススナナッッププエエンンドドウウををおおいいししくく食食べべよよううススナナッッププエエンンドドウウををおおいいししくく食食べべよよううスナップエンドウをおいしく食べよう
―スナップエンドウ テレビ取材―

配
布
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
セ
ン
サ
ー
と

交
通
安
全
標
語
入
り
夫
婦
湯
呑

箱詰めされた抑制カボチャ

スナップエンドウを使った料理と女性部

インタビューを受ける園山吉弥部会長

抑制カボチャの箱詰め作業
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………………………………………………………………………

女
性
部
は

ま
ゆ
う
部
会

三
井
楽
支
部

は
二
月
八
日
、

三
井
楽
町
公

民
館
で
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま

し
た
。

同
部
は「
た
す
け
あ
い
組
織
」と
し

て
、
年
に
三
〜
四
回
ほ
ど
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は

今
年
度
最
後
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
血
圧
測
定
や
介
護
寸
劇
が

行
わ
れ
、
自
分
自
身
の
健
康
や
認
知

症
に
対
し
て
の
理
解
を
深
め
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
季
節
の
花
を
描
い
た

切
り
絵
で
は
、
一
人
一
人
の
色
や
配

置
が
異
な
る
た
め
、
個
性
溢
れ
る
作

品
が
完
成
し
ま
し
た
。

中
で
も
参
加
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

や
大
道
芸
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
拍
手
が

飛
び
交
い
、

会
場
を
大

い
に
賑
わ

せ
ま
し
た
。

（
日
本
農

業
新
聞
二

月
二
十
五

日
掲
載
）

女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
二
月
十
二
日
、

女
性
部
加
工
所
で
料
理
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
は
親
子
で
参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
心
が
け

て
お
り
、
今
回
は
三
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
昔
な
が
ら
の
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
を
実

施
。地
元
産
の
小
麦
粉
に
Ｊ
Ａ
の
特
産
品
で
あ
る

椿
油
を
練
り
こ
ん
だ
弾
力
の
あ
る
麺
が
完
成
し
ま

し
た
。

手
打
ち
う
ど
ん
に
、
も
や
し
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど

の
野
菜
を
入
れ
て
完
成
し
た
う
ど
ん
は
、
栄
養
満

点
で
部
員
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

実
際
に
う
ど
ん
作
り

を
体
験
し
た
子
供
た
ち

か
ら
は
生
地
を
踏
み
な

が
ら
「
ぷ
に
ゅ
ぷ
に
ゅ

し
て
て
お
も
し
ろ
い
」

「
楽
し
い
し
と
っ
て
も

お
い
し
い
」
と
い
う
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

温かいご飯 ……………８００�
ハクサイ…１／４株（６００�）
豚ひき肉 ………………２００�
ネギ（みじん切り）…１／２本
ニンニク（みじん切り）…１片
ショウガ（みじん切り）…１かけ
ごま油………………大さじ２
Ａ
みそ ……小さじ４（２６�）
砂糖………………大さじ１
豆板じゃん……大さじ１／２
しょうゆ…………大さじ１
スープのもと……小さじ１
湯 ……………………１５０ml

Ｂ
かたくり粉………大さじ２
水…………………大さじ４

１ ハクサイは葉と芯に分け、５～６�長
さ、１．５�幅に切る。

２ Ａ、Ｂはそれぞれ合わせる。
３ 中華鍋にごま油大さじ１を熱し、ハク
サイの芯をしんなりするまで炒め、次
に葉を炒め、取り出す。

４ 同じ鍋にごま油を足し、ネギ、ショウガ、ニンニクを炒める。ひき
肉を炒め、色が変わったら、３を戻し入れ、Ａを加える。

５ 煮立ったら、Ｂを加えて、とろみをつける。
６ 器にご飯と、共に盛る。

高齢者支援 積極的に ―ミニデイサービス三井楽支部―

手打ちうどんを覚えたい！
―フレッシュミズ部会料理講習会―

ご 飯 マーボーハクサイご飯
１人分約５８２kcal

作り方

材 料（４人分）

女性部の活動

▲上手にできるかな？

▲血圧測定で体調チェック

旬で味の良いハクサイを
主役にいっぱい使って、ボ
リュームたっぷり、ご飯が
進みます。豆板じゃんの辛
味を利かせて作ってあるの
で、苦手な人は少し控えま
しょう。

料理研究家 黛 かおる

▲季節の花を描いた切り絵

▲うどんの形になってきた！

ごとう 8



産直市場�

その１ その２

出荷用苗配布

ロゴマーク
決定�

２０１１年４月１９日の「産直市場
五島がうまい」のオープンに向け、
１月下旬から直売所出荷用苗の配
布が続いています。
ＪＡでは冬場の寒い時期に育苗
が難しい白菜やキャベツなどの苗
約３万５，０００本をＪＡの育苗ハウ
スで管理し、成長した苗を直売所
へ出荷する農家へ配布しています。

今後はピーマンやナスビ、オク
ラなどの育苗も行い、直売所へ出
荷する農家への配布を随時行って
いく予定です。
ＪＡ職員は「今後は直売所で通
年出荷できるよう、栽培講習会と
あわせて苗の配布を行っていく予
定」と話しました。
（日本農業新聞２月２２日掲載）

その３

平成２３年４月１９日オープン予定

産直市場� 産直市場�

産直市場� 生産出荷者総決起大会

副支部長
出端 時子
馬場崎奈津子
清水小百合
宮崎利津子
川本 静子
中村恵美子
中村 正子
永尾オキ子
松下 静江

支部長
出口 勝博
亀山 誠
野口 寿生
寺脇 丈敏
柿脇 誠一
上川 勝子
吉田 敏夫
谷川 博一
平田 光昭

支 部
福 江
大 津
崎 山
本 山
富 江
玉之浦
三井楽
岐 宿
西 部

支 部
大 津
富 江
本 山
崎 山
三井楽

氏 名
亀山 誠
柿脇 誠一
宮崎利津子
野口 寿生
吉田 敏夫

役職名
会 長
副会長
〃
監 事
〃

ＪＡごとう「産直市場 」
出荷協力会支部役員

ＪＡごとう「産直市場 」
出荷協力会役員

▲決意を述べ
る亀山誠会
長

２月２７日、福江島開発センターで「産直市場 五島

がうまい」生産出荷者総決起大会を開催しました。
大会では「産直市場 五島がうまい」出荷協力会設
立に伴う規約や活動計画などの承認とともに、役員の
紹介も行われました。
亀山誠出荷協力会会長は「会員が力を合わせ、豊富
な品揃えや五島産ブランドの確立によって、魅力あふ
れる店舗づくりに取り組む」と決意を述べました。

▲「産直市場 五島がうまい」生産出荷者総決起大会

デザインのコンセプトは農家の
愛情（赤）、新鮮な農作物（緑）、
豊かな大地（茶）、海の幸（青）
を花弁として、中心に太陽（黄）
を入れた五島椿をイメージした
マークです。
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五島列島に咲き誇る椿
長崎県の県花にもなっている椿。
五島では防風林として植林され、その実は椿油として
昔から親しまれています。
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椿油関連商品に関する
お問い合わせは…
ＪＡごとう 農産園芸部

�７２－６２１４まで

昔から親しまれている椿
五島では昔から山林に自生するヤブ椿や畑・家
屋の防風対策として植林されてきた椿の実を採取
し、搾油しています。
その一人の吉原さんは夫婦で椿の実を採取して
います。現在でも高いところは木に登って採取す
るという吉原さんは「椿はなくてはならない存
在」と話しました。

目指せ！椿５１０万本！
市の調べによると、市内には現在約４２６万本が植えら
れており、市では「五島（５・１０）」を捩り、５１０万本を
目標に植栽を進めています。
こうした中ＪＡでは、組合員が採取した椿の実の買い
取りや委託搾油・精製を上崎山町にあるＪＡごとう直営
の椿油製油施設で１１月から行っています。
今年度は約１０�の実の集荷を行い、製油量は約３，０００
�になる見込みです。

天然１００�の椿油は用途多様
精製された椿油の大半は業者に販売しており、一
部はＪＡが食用油や石鹸などに加工して販売してい
ます。他にもＪＡが業者に委託してシャンプーなど
の商品化もされており、椿油の用途は多様です。
「椿油は料理に用いると、揚げ物などがからっと
仕上がり、サラダのドレッシングとして用いると
さっぱり食べることができる」と消費者からも好評
です。
ＪＡ職員は「椿油は昔から地域に親しまれてきた
五島の特産品。搾油など手間がかかることから、大
量生産は難しいが、天然１００�の椿油の良さを多く
の人に知ってもらえるよう努めていきたい」と話し
ました。

椿油関連商品

左から吉原昭治さん・フサ江さん

集荷された椿の実

椿油を使用した料理（女性部）

搾油された椿油
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最
優
秀
Ｊ
Ａ
全
農
な
が
さ
き
賞

「
ウ
ル
ト
ラ
の
母
」

新
上
五
島
町
立
青
方
小
学
校
二
年

本
村

瑶

ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
、
お
仕
事
か
ら
走
っ
て
帰
っ

て
く
る
。
台
所
で
お
り
ょ
う
り
し
て
い
る
お
母
さ
ん

の
背
中
に
、
ぼ
く
は
話
し
か
け
て
い
る
。
お
母
さ
ん

は
、
背
中
だ
け
ど
ち
ゃ
ん
と
き
い
て
く
れ
て
、
と
き

ど
き
ふ
り
む
い
て
「
す
ご
い
ね
」
っ
て
ほ
め
て
く
れ

る
。そ

う
し
て
い
る
と
、
一
才
の
弟
が
い
っ
つ
も
こ
ぼ

し
た
り
、
な
い
た
り
す
る
。「
あ
ら
ら
」
と
言
っ
て

お
母
さ
ん
は
走
る
。

や
っ
と
か
た
づ
い
た
ら
、
つ
ぎ
は
き
ま
っ
て
妹
が

「
お
し
っ
こ
」
と
言
う
。
ま
た
お
母
さ
ん
は
走
る
。

み
ん
な
で
ご
は
ん
食
べ
て
、
お
ふ
ろ
か
ら
あ
が
っ

た
ら
、
お
母
さ
ん
は
「
つ
か
れ
た
ー
」
と
た
お
れ
こ

む
。
そ
し
て
妹
と
弟
は
走
っ
て
お
母
さ
ん
の
背
中
に

の
る
。

「
お
母
さ
ん
は
つ
か
れ
て
る
の
に
」
と
ぼ
く
は
思

う
け
ど
今
日
だ
け
ち
ょ
っ
と
ぼ
く
も
背
中
に
の
っ
て

み
よ
う
か
な
。
ぼ
く
に
も
お
馬
さ
ん
し
て
く
れ
る
か

な
。
お
母
さ
ん
が
つ
ぶ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
。

Ｎ

Ｃ

Ｃ

賞「
虹
色
の
声
」

五
島
市
立
奈
留
小
学
校
五
年

城
田

優
希

小
さ
い
こ
ろ

雲
の
上
を
歩
け
た
ら

ふ
わ
ふ
わ
と
し
て
気
持
ち
い
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た

雨
上
が
り
の
空
に

虹
を
見
つ
け
る
と

な
ん
だ
か

良
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
で

幸
せ
な
気
分
に
な
っ
た

「
た
だ
い
ま
ー
」

玄
関
を
開
け
る
と

「
お
か
え
り
ー

手
洗
い

う
が
い

せ
ん
ば

よ
ー
」

あ
っ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ

「
お
か
え
り
ー

宿
題

一
緒
に
し
よ
う
か
」

こ
れ
は
容
子
お
ば
ち
ゃ
ん

う
ん
？

恵
子
お
ば
ち
ゃ
ん

そ
れ
と
も
お
母
さ
ん

「
お
か
え
り
ー
」

「
お
か
え
り
ー
」
と

玄
関
で

頭
の
中
を
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に

ま
わ
る
声
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ

確
認
し
て
は

ふ
わ
ふ
わ

あ
っ
た
か

な
ん
と
も
い
え
な
い

小
さ
い
こ
ろ
を
感
じ
た
よ
う
な

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
く

き
っ
と

う
ち
の
玄
関
に
は

虹
の
橋
が

か
か
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な

佳

作

「
父
を
親
父
と
呼
べ
る
ま
で
」

五
島
市
立
福
江
中
学
校

中
山
雄
姿
朗

父
と
時
々
ケ
ン
カ
す
る
。

二
人
の
文
句
の
言
い
合
い
が
始
ま
る
。

「
ク
ソ
親
父
」、「
バ
カ
親
父
」
と
僕
が
い
う
。

そ
し
た
ら
父
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
激
怒
す
る
。

で
も
、
僕
は
少
し
う
れ
し
か
っ
た
。

何
か
父
を
少
し
だ
け
親
父
と
よ
べ
た
よ
う
な
気
が
し

た
。

僕
の
父
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
、
親
父
と
い

う
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
、
お
ふ
く
ろ
と
い
う
。

父
は
い
つ
か
ら
親
の
こ
と
を
そ
う
い
う
呼
び
方
で
呼

べ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

僕
は
い
ざ
言
お
う
と
思
っ
た
時
に
父
の
反
応
が
気
に

な
っ
て
言
え
な
い
と
思
う
。

だ
か
ら
普
段
の
会
話
で
親
父
と
呼
べ
る
よ
う
に
な
り

た
い
。

今年も平成２２年度 ncc・JA全農ながさき おか

あさんの詩コンクールが開催されました。

JAごとう管内でもたくさんのご応募があり、心

温まる素敵な作品が多数出展されました。

その中でも入賞された３名の作品をご紹介します。
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三
井
楽
支
店
駐
在

濱
里

文
博

本
年
度
四
月
か
ら
三
井
楽
支
店
駐
在
の
Ｌ
Ａ

に
着
任
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
共
済
事
業
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
他

の
事
業
に
お
い
て
も
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

岐
宿
出
張
所

佐
藤

信
介

岐
宿
出
張
所
担
当
に
な
っ
て
二
年
を
終
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
共
済
事
業
と
合
わ
せ
て
他
事
業
分
野

に
も
協
力
し
合
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
の
季
節

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会

檜
山

靖
洋

タ
ン
ポ
ポ
の
花
を
見
る
と
、
ホ
ッ
と
春

が
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。
タ
ン
ポ
ポ
は
英
語

の
名
前
で
は
、
ダ
ン
デ
ィ
ラ
イ
オ
ン
と
い

い
、「
ラ
イ
オ
ン
の
歯
」を
意
味
し
ま
す
。

タ
ン
ポ
ポ
の
葉
の
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
感
じ
が

ラ
イ
オ
ン
の
歯
を
思
わ
せ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
名
前
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
タ

ン
ポ
ポ
の
花
は
、
晴
れ
た
日
は
よ
く
開
き

ま
す
が
、
雨
の
日
は
あ
ま
り
開
か
な
い
よ

う
で
す
。

と
こ
ろ
で
「
三
月
の
ラ
イ
オ
ン
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
三
月
は
獅
子
の
よ

う
に
や
っ
て
来
て
、
羊
の
よ
う
に
去
っ
て

い
く
。
荒
々
し
い
天
気
と
と
も
に
始
ま
り
、

穏
や
か
な
天
気
で
終
わ
る
と
い
う
イ
ギ
リ

ス
の
こ
と
わ
ざ
で
す
。
三
月
は
発
達
し
た

低
気
圧
が
た
び
た
び
通
り
、
雨
と
と
も
に

風
が
強
ま
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
低

気
圧
が
通
っ
た
後
は
高
気
圧
に
覆
わ
れ
、

穏
や
か
な
晴
天
が
や
っ
て
き
ま
す
。

三
月
の
ラ
イ
オ
ン
が
去
っ
た
後
に
は
、

「
ラ
イ
オ
ン
の
歯
」
の
上
に
黄
色
い
花
が

た
く
さ
ん
見
ら
れ
そ
う
で
す
。

平
成
十
三
年
四
月
一
日
、「
Ｊ
Ａ
ご
と
う
」
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
以
来
、
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
に
努
め
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

あ
わ
せ
た
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

最
終
回
の
今
回
は
、
平
成
十
三
年
か
ら
の
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
流
れ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介

Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
あ
の
時
と
今

最
終
回

年度

世の中
の流れ・
出来事

ＪＡごとう
の流れ・
出来事

Ｈ１３

●
小
泉
内
閣
発
足

●
日
本
で
初
め
て
狂
牛

病
の
牛
発
見

●
米
国
同
時
多
発
テ
ロ

●
雪
印
偽
装
事
件

●
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ

テ
ィ
ー
五
輪

●
四
月
一
日
「
Ｊ
Ａ
ご
と
う
」

ス
タ
ー
ト

●
「
�
ご
と
う
食
肉
セ
ン
タ
ー
」

運
営
・
管
理
開
始

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業

開
始

●
県
内
主
要
家
畜
市
場
に
お
い
て

年
間
平
均
販
売
価
格
ト
ッ
プ
に

Ｈ１４

●
日
朝
首
脳
会
談

●
第
二
次
ア
メ
リ
カ
・

イ
ラ
ク
戦
争

●
新
規
作
物
（
京
都
の
し
ば
漬
け
の

材
料
と
な
る
キ
ュ
ウ
リ
）
の
生
産

加
工

Ｈ１５

●
日
本
郵
政
公
社
営
業

開
始

●
新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

流
行

●
地
デ
ジ
放
送
開
始

●
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

発
生

●
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣

●
新
「
上
五
島
支
店
」
建
設

●
荒
茶
加
工
施
設
完
成

●
新
規
作
物
（
中
玉
ト
マ
ト
・
ゴ
ー

ヤ
）
の
栽
培

●
「
五
島
牛
」
の
銘
柄
確
立
の
た
め

「
五
汗
五
笑
」（
繁
殖
雌
牛
五
千

頭
達
成
等
）
運
動
展
開

Ｈ１６

●
ア
テ
ネ
五
輪

●
新
潟
中
越
地
震

●
新
札
発
行

●
愛
・
地
球
博
開
幕

●
新
規
作
物
（
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド

ウ
）
の
栽
培

お天気カレンダー
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国国民民年年金金をを増増ややししまませせんんかか！！
国民年金は２０歳～６０歳までの４０年（４８０月）かけるのが上限です（２０歳～６０歳の間の厚生年金や共

済年金に加入期間は国民年金にも同時に加入したことになっています）。

全期間納付していれば、年間８０万弱が国民年金（老齢基礎年金）として６５歳からもらえます。しか

し、全期間埋めるのは大変なことです。何せ４０年、少々お財布が厳しいときも、勘違いも、忘れたこ

とも、また法律上正当な未納期間の場合も（海外在住期間など）あるでしょう。そこで、もっと国民

年金の額を増やしたいと思っている次の条件すべてを満たす方は、任意加入することができます。

・国内在住の６０歳以上６５歳未満の方
・老齢基礎年金（国民年金）を繰り上げで受給していない方
・２０歳～６０歳の納付月数が４８０月未満の方

もし、６０歳までに３５年分納付していた方は、これだけなら６５歳から６９３，１００円／年（金額はすべて

平成２２年度価格による）の老齢基礎年金ですが、６５歳まで５年分積み増すと７９２，１００円／年となり

９９，０００円／年増えるのです。払った保険料は約９年で元をとります。また、保険料は、当然社会保険

料控除の対象になります。また、６５歳でなお年金受給権のない方は６５歳以降高齢任意加入制度があり

ます。

ほかにも付加年金をつけて増やす方法があります。これは老齢基礎年金の上乗せとなるものですが、

１号被保険者の方のみとなります。通常の保険料に４００円上乗せして納付します。もらう時には２００円

×付加保険料納付月数分、老齢年金が増額になります。４００円に対し２００円なので２年で元がとれます。

任意加入や付加年金へのご加入は市区町村役場の国民年金課へお申し出下さい。

H１７

●
ペ
イ
オ
フ
本
格
解
禁

●
耐
震
強
度
偽
装
問
題

●
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件

●
ト
リ
ノ
五
輪
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
荒

川
静
香
選
手
ア
ジ
ア

勢
初
の
金
メ
ダ
ル

●
「
な
が
さ
き
牛
づ
く
り
振
興
大

会
」
初
の
団
体
優
勝
、
多
数
の
上

位
入
賞

●
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
配
送
セ
ン
タ
ー
新

設
●
十
支
店
七
出
張
所
四
詰
所
に
再
編

●
新
規
作
物
（
契
約
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
栽
培
）

●
本
山
高
菜
加
工
施
設
増
設

●
大
津
高
菜
加
工
施
設
浄
化
槽
設
置

H１８

●
Ｃ
型
肝
炎
の
裁
判
で

原
告
の
患
者
側
勝
訴

●
九
月
安
倍
内
閣
発
足

●
第
一
回
東
京
マ
ラ
ソ

ン

●
家
畜
市
場
に
お
い
て
平
均
価
が
五

十
二
万
円
台
と
な
る

●
ご
と
う
農
協
繁
殖
牛
増
頭
（
五
千

頭
）
実
践
運
動
開
始

H１９

●
参
議
院
選
挙
で
自
民

党
が
民
主
党
に
歴
史

的
大
敗

●
九
月
福
田
内
閣
発
足

●
郵
政
民
営
化

●
「
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
」
完
成

●
第
九
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

●
五
島
ル
ビ
ー
・
五
島
茶
の
ブ
ラ
ン

ド
確
立
に
取
り
組
む

H２０

●
北
京
五
輪

●
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

●
九
月
麻
生
内
閣
発
足

●
堆
肥
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営
・
供
給
開
始

●
詰
所
廃
止

H２１

●
裁
判
員
制
度
開
始

●
政
権
交
代
で
鳩
山
内

閣
発
足

●
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪

●
農
産
物
販
売
高
が
合
併
以
来
最
高

の
三
十
二
億
七
千
万
円
と
な
る

●
信
用
事
業

貯
金
残
高
過
去
最
高

五
百
五
十
三
億
円

●
精
米
施
設
設
置

H２２

●
宮
崎
で
口
蹄
疫
発
生

●
六
月
菅
内
閣
発
足

●
百
十
三
年
間
で
最
も

暑
い
夏

●
尖
閣
諸
島
漁
船
衝
突

事
件

●
上
地
区
支
店
・
出
張
所
統
廃
合

●
十
二
月
総
合
ポ
イ
ン
ト
制
度
開
始

●
岐
宿
高
菜
加
工
施
設
新
設

●
平
成
二
十
三
年
四
月
十
九
日
直
売

所
「
産
直
市
場

五
島
が
う
ま

い
」
オ
ー
プ
ン
予
定
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編
集
後
記

紺碧の大海原に広がる珊瑚の大陸。
大潮の日、それは海面上に現れ、

神秘的な世界を披露する。

Ｎツアーが贈る大自然特別企画
日本最大級の珊瑚礁群・幻の大陸「八重干
瀬」に遭遇�
雄大な大自然に触れる感動体験の旅

「八重干瀬（やびじ）」とは、宮古島に隣
接する池間島の北方約５～１５�の海域にあ
る、日本最大級の珊瑚礁群。周囲約２５�に
もおよび、大小１００以上の干礁からなるそ
の雄姿が、濃淡鮮やかなコバルトブルーの
海上に浮かび上がる光景は、まさに自然が
生み出した一大ページェントです。

「八重干瀬」は宮古最大の漁場でもあり、
色鮮やかな魚や珊瑚が美しいダイビングス
ポットとしても有名です。民俗学者・柳田
國男の最晩年の著作「海上の道」にも紹介
され、ここで採取された貝が古代中国の貨
幣として使用されていたのではないかと構
想しています。

旅旅行行セセンンタターーかかららのの
おお知知ららせせ

五五島島のの野野菜菜ややブブラランンドド五五島島牛牛・・五五島島豚豚ななどどのの特特産産品品のの紹紹

介介ははももちちろろんん、、通通信信販販売売もも行行っってていいまますす。。

五五島島列列島島かかららのの美美味味ししいい自自然然をを是是非非、、ごご賞賞味味くくだだささいい！！

他他ににもも JJAAババンンクク・・JJAA共共済済ななどど情情報報盛盛りりだだくくささんん！！

最
近
は
日
な
た
で
は
少
し

ず
つ
ポ
カ
ポ
カ
と
春
の
訪
れ

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
風
は

冷
た
い
で
す
ね
。
毎
朝
布
団

か
ら
出
る
の
が
大
変
な
私
は

春
が
来
る
の
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。

さ
て
、今
月
号
は「
椿
油
」

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
取
材

に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
吉
原

さ
ん
ご
夫
妻
や
女
性
部
の

方
々
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

椿
と
そ
の
実
か
ら
採
れ
る
椿

油
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。五

島
の
大
自
然
の
中
で
育

つ
た
く
さ
ん
の
椿
を
五
島
の

魅
力
の
一
つ
と
し
て
、
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

な
と
思
え
る
今
回
の
取
材
で

し
た
。

（
田
上

幸
菜
）
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